
め
る
べ
き
で
す
。

　

市
は
何
か
あ
れ
ば
健
康
づ
く

り
課
へ
相
談
し
て
欲
し
い
と
話

し
、
９
日
に
広
報
号
外
を
出
し

ま
し
た
。

　

今
回
の
緊
急
事
態
宣
言
に
よ

り
生
活
困
窮
者
は
さ
ら
に
増
え

ま
す
。
市
独
自
の
対
策
や
支
援

を
行
い
、
市
民
の
暮
ら
し
を
守

る
よ
う
に
主
張
し
ま
し
た
。

　

２
０
１
７
年
に
国
連
で
採
択

さ
れ
た
核
兵
器
禁
止
条
約
は
、

批
准
し
た
国
と
地
域
が
50
に
達

し
、
本
年
１
月
22
日
に
発
効
し

ま
す
。
被
爆
国
で
あ
る
日
本
は

ま
だ
批
准
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

平
和
に
対
す
る
考
え
に
つ
い

て
服
部
市
長
に
質
問
し
ま
し
た

が
、
「
平
和
都
市
宣
言
し
て
い
る

首
長
と
し
て
、
平
和
へ
の
取
組

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
拡
大
に
と
も
な
い
、
１
月
８

日
、
千
葉
県
を
含
む
１
都
３
県

に
２
度
目
の
緊
急
事
態
宣
言
が

発
出
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
を
受

け
、
八
千
代
市
が
ど
う
対
応
す

る
の
か
、
日
本
共
産
党
は
８
日
、

健
康
福
祉
部
長
よ
り
聞
き
取
り

を
行
い
ま
し
た
。

　

八
千
代
市
は
国
や
県
の
方
針

に
則
り
独
自
の
対
策
は
行
わ
な

い
と
し
て
い
ま
す
。

　

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
に
つ
い
て
も
市

内
の
協
力
医
療
機
関
は
、
目
標

の
40
医
療
機
関
に
対
し
て
20
を

超
え
る
医
療
機
関
が
決
ま
っ
た

が
医
療
機
関
名
は
公
表
し
な
い

と
し
て
い
ま
す
。
市
は
「
千
葉

県
が
公
表
し
な
い
と
決
め
て
い

る
か
ら
」
と
、
市
民
の
不
安
よ

り
県
言
い
な
り
の
対
策
し
か
行

い
ま
せ
ん
。
い
つ
で
も
誰
で
も

何
度
で
も
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
が
行
え

る
よ
う
に
国
や
県
に
助
成
を
求

新春宣伝

落
ち
葉
清
掃
は
市
の
責
任
で

　習志野演習所で行われる年間の降下人員数（名）は、２

０１３年度までは、多くても４０００名程度でしたが、２

０１４年度は７４１１名、翌年２０１５年度には８２３

９名、その後も７千名前後で、大規模なままです。

　また、降下訓練が実施できる演習場は国内に１２カ所

ありますが、その中で最も降下訓練回数が多く、敷地面

積が圧倒的に狭いのが習志野演習場です。

　習志野演習場は、習志野市、船橋市、そして八千代市

を合わせて約１００万人の市民が暮らす市街地にあり、

安全面のリスクや生活に与える影響を考えれば、降下訓

練はやめるべきです。

１００万人の市街地での
降下訓練はやめるべき

緊
急
事
態
宣
言

対
策
の
強
化
を
再
度
訴
え
る

新
型
コ
ロ
ナ

発行：日本共産党八千代市議団
☎047(483)1151
市役所議員控室　内線3416
http://jcp-yachiyo.jp/

市政へのご意見、ご要望を
お寄せください

八千代
市議団
ニュース

日本共産党

２０２１年（新春号）
12月議会の活動を中心に作成しています
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ブラック企業雇用問題･サラ金・医療・介護・
年金・税金・教育・子育て・生活保護・地域の要
求。何でもどうぞ！

【日時】奇数月 第３木曜日
 　　 午後２時～４時
【場所】市役所４階 日本共産党控室

無料法律
相談会
弁護士が相談に
応じます

※予約が必要です

八千代市議団日本共産党日本共産党

を
推
進
し
、
市
民
の
平
和
意
識

の
醸
成
を
図
り
た
い
」
と
の
答

弁
で
し
た
。
核
兵
器
禁
止
条
約

の
批
准
を
政
府
に
求
め
る
こ
と

に
つ
い
て
は
、
「
平
和
な
世
界
を

願
う
市
民
の
思
い
は
十
分
認
識

し
て
い
る
」
が
、
「
一
地
方
公
共

団
体
が
申
し
上
げ
る
内
容
で
は

な
い
」
と
い
う
残
念
な
回
答
で

し
た
。

　

「
平
和
首
長
会
議
」
は
、
１
９

８
２
年
の
国
連
軍
縮
特
別
総
会

で
、
広
島
市
長
が
「
世
界
の
都

市
に
国
境
を
越
え
て
連
帯
し
、

共
に
核
兵
器
廃
絶
へ
の
道
を
切

り
開
こ
う
」
と
、
呼
び
か
け
て

始
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
会
議
に

加
盟
し
て
い
る
八
千
代
市
の
市

長
と
し
て
、
核
兵
器
禁
止
条
約

の
批
准
に
向
け
、
尽
力
す
る
こ

と
を
再
度
求
め
ま
し
た
。

　

高
齢
に
よ
る
聴
こ
え
の
問
題

は
深
刻
で
す
。

　

現
在
八
千
代
市
は
、
補
聴
器

を
購
入
す
る
た
め
の
補
助
は
、

身
体
障
害
者
手
帳
を
持
っ
て
い

る
方
の
み
で
す
。

　

千
葉
県
内
の
浦
安
市
や
船
橋

市
で
は
、
高
齢
者
が
外
出
や

　

12
月
議
会
に
約
７
億
８
千
万

円
の
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

８
号
）
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
対
策
や
勝
田
台
駅
エ

レ
ベ
ー
タ
設
置
の
予
算
な
ど
は

評
価
で
き
ま
す
が
、
日
本
共
産

党
は
、
以
下
の
理
由
で
反
対
し

ま
し
た
。

サ
ー
ク
ル
等
へ
の
参
加
を
行
い

や
す
く
す
る
た
め
に
、

　

①
市
内
在
住
者

　

②
年
齢
（
65
歳
以
上
）

　

③
非
課
税
世
帯

　

④
医
師
の
証
明

　

⑤
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受

　
　

け
て
い
な
い

な
ど
の
確
認
が
取
れ
れ
ば
、
助

成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

12
月
議
会
で
、
八
千
代
市
で

も
行
う
べ
き
と
求
め
ま
し
た
。

①
延
期
が
決
ま
っ
た
新
庁
舎
建

　

設
予
定
地
の
買
収
費
用
に
庁

　

舎
整
備
基
金
を
取
り
崩
し
て

　

約
５
億
５
千
万
円
計
上
し
て

　

い
ま
す
。
庁
舎
建
設
に
つ
い

　

て
は
、
建
て
替
え
の
是
非
を

　

含
め
根
本
的
に
見
直
す
べ
き

　

で
す
。

②
阿
蘇
・
米
本
の
小
中
一
貫
校

　

設
立
関
連
の
「
阿
蘇
学
童
保

　

育
所
（
仮
称
）
設
計
費
用
委

　

託
料
」
の
６
９
６
万
２
千
円

　

と
「
阿
蘇
中
学
校
用
地
測
量

　

業
務
」
の
１
２
８
７
万
円
は
、

　

地
域
の
合
意
が
得
ら
れ
る
ま

　

で
予
算
計
上
す
べ
き
で
な
い

　

勝
田
台
団
地
の
街
路
樹
に
つ

い
て
、
地
域
住
民
の
ア
ン
ケ
ー

ト
を
も
と
に
改
善
を
求
め
ま
し

た
。
秋
に
大
量
に
溜
ま
る
イ

チ
ョ
ウ
の
落
ち
葉
は
、
こ
れ
ま

で
道
路
に
面
に
し
た
住
民
が
善

意
で
清
掃
し
て
き
ま
し
た
。

　

市
は
樹
木
の
伐
採
は
行
っ
て

き
ま
し
た
が
、
清
掃
は
ず
っ
と

住
民
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
甘
え

て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
高
齢

化
が
進
み
住
民
負
担
は
限
界
に

達
し
て
い
ま
す
。

　

12
月
議
会
で
、
市
道
の
落
葉

　

と
考
え
ま
す
。

③
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
、

　

情
報
漏
洩
の
心
配
な
ど
が
あ

　

り
、
い
ま
だ
に
23
％
前
後
の

　

発
行
で
停
滞
し
て
い
ま
す
。

　

国
民
の
信
頼
が
得
ら
れ
て
い

　

な
い
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
関
連
の

　

予
算
に
強
く
反
対
し
ま
す
。

清
掃
は
、
市
の
責
任
で
実
施
す

る
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。
市
は

「
予
算
の
確
保
に
努
め
て
ま
い
り

た
い
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

勝
田
台
団
地
の
街
路
樹

勝
田
台
団
地
の
街
路
樹

日
本
共
産
党
は

　
　
　 

補
正
予
算
に
反
対

 

核
兵
器
禁
止
条
約
の
批
准

　
　   

日
本
政
府
に
求
め
よ
！

 

核
兵
器
禁
止
条
約
の
批
准

　
　   

日
本
政
府
に
求
め
よ
！

●降下人員数が多い演習場上位３件（2014 年度）

勝田台団地の街路樹勝田台団地の街路樹

補
聴
器
助
成
の

　
　
拡
充
求
め
る

補
聴
器
助
成
の

　
　
拡
充
求
め
る

演習場 降下人員数 面　積
習志野（千葉県）  ７４１１名  　 約２㎢
東富士（静岡県）  ４６１２名   約８８㎢
日出生台（大分県）  　６３１名   約５０㎢



２０２０年 １２月議会
主な議案・請願・日本共産党提出の発議案に対する議決結果

果
結
決
議 賛成数
反対数

日本共産党 市民クラブ 公明党 自由民主党 絆 新未来

野
菅
田
三

口
堀
川
飯
原
伊
田
植 嵐 澤

小
田
澤
村
西
島
花
文
隆
林

下
木
田
正
永
末
川
立
川
緑
東
伊
澤
野
江

塚
大
田
成
彦
利
林

澤
大
本
塚
内
宮
野
河
山
高
口
山

令和２年度八千代市一般会計補正予算（第
８号） 可決 賛成22 反対  5 × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○

議　

長

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×
契約の締結（（仮称）八千代市学校給食セ
ンター東八千代調理場整備・運営事業） 可決 賛成22 反対  5 × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

政府に「再審法改正」を求める請願 不採択 賛成  9 反対18 ○ ○ ○ ○ × × × × × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○
日本学術会議会員の任命拒否の撤回の意
見書を提出することを求める請願 不採択 賛成  9 反対18 ○ ○ ○ ○ × × × × × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○

高津支所存続を求める請願 不採択 賛成  6 反対21 ○ ○ ○ ○ × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ○ ○
核兵器禁止条約を批准し、参加するよう
求める意見書 否決 賛成  6 反対21 ○ ○ ○ ○ × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ○ × × ○
新型コロナウイルス感染拡大防止のための検査と医療の
抜本的拡充に対する国の財政支援を求める意見書 否決 賛成  9 反対18 ○ ○ ○ ○ × × × × × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○
新型コロナウイルスから暮らしと営業を守るた
めの実効性のある支援策を求める意見書 否決 賛成  6 反対21 ○ ○ ○ ○ × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ○ ○

有料公共施設の使用料減免を求める決議 否決 賛成  5 反対22 ○ ○ ○ ○ × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ○

日本共産党市議団調べ
○：賛成　×：反対　議長は採決に加わらず　敬称略

　

文
科
省
は
、
昨
年
12
月
、
40

年
ぶ
り
に
小
学
校
の
学
級
編
成

基
準
の
引
き
下
げ
を
決
定
し
ま

し
た
。
日
本
共
産
党
や
教
育
関

係
者
、
市
民
団
体
な
ど
が
求
め

て
き
た
少
人
数
学
級
実
現
へ
一

歩
前
進
し
ま
し
た
。　
　

　

一
方
、
八
千
代
市
で
は
、
阿

蘇
・
米
本
地
域
で
住
民
の
反
対

を
押
し
切
り
、
小
中
一
貫
校
の

設
立
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
10
月
に
示
さ
れ
た
校
舎

配
置
案
で
は
、
余
裕
教
室
が
な

く
、
ま
さ
に
「
３
密
」
状
態
で
す
。

「
４
年
生
と
８
年
生
（
中
２
）、

９
年
生
（
中
３
）
が
同
じ
フ
ロ

ア
で
、
小
学
生
は
45
分
授
業
、

中
学
生
は
50
分
授
業
で
す
。
「
休

み
時
間
が
ず
れ
中
学
３
年
生
の

受
験
に
影
響
す
る
の
で
は
」
と

心
配
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

２
０
２
２
年
の
開
校
時
に
は
、

全
学
年
２
ク
ラ
ス
の
予
想
で
す

が
、
新
１
年
生
は
３
ク
ラ
ス
の

可
能
性
が
あ
り
、
２
０
２
４
年

も
教
室
不
足
が
見
込
ま
れ
て
い

ま
す
。
特
別
教
室
を
普
通
教
室

に
変
え
て
、
そ
の
場
し
の
ぎ
で

す
ま
そ
う
と
言
う
の
で
し
ょ
う

　

「
建
て
替
え
あ
り
き
」
の
新
庁

舎
建
設
に
つ
い
て
、
昨
年
の
９

月
議
会
で
、
「
コ
ロ
ナ
が
収
束
す

る
ま
で
延
期
す
る
」
と
服
部
市

長
が
表
明
、
２
度
に
わ
た
っ
て

の
延
期
と
な
り
ま
し
た
。

　

新
庁
舎
の
「
基
本
設
計
」
に

つ
い
て
は
、
市
民
と
議
会
か
ら

　八千代市議会には議会運営に関する正規の機

関として、議会運営委員会が組織されています。

　ところがコロナ禍のなかで、議会の開催の是

非、質問時間の短縮、質問者の制限など議会運

営に関する事項が、事前に会派代表者会議で「調

整」「すり合わせ」が行われ、そこでの議論の結

論として、議長から議会運営委員会に提案され

ています。

　そもそも、会派代表者会議は、正規の機関で

もなく、市民の傍聴も許されていません。しか

も、少数意見は尊重されず、多数の意見だと称

して押し切られているのが実態です。

　日本共産党は、議会運営に関する事項は、正

規の機関である議会運営委員会で議論されるべ

きで、会派代表者会議での「調整」「すり合わせ」

などは行うべきではないと考えます。

「
建
て
替
え
あ
り
き
」か
ら
の
転
換
を

「
建
て
替
え
あ
り
き
」か
ら
の
転
換
を

か
。

　

小
中
一
貫
校
は
、
生
徒
会
室

（
児
童
会
室
）
も
な
く
自
治
能
力

を
育
て
る
場
も
あ
り
ま
せ
ん
。

コ
ロ
ナ
禍
の
な
か
「
３
密
」
で

良
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　

文
科
省
も
少
人
数
学
級
へ
舵

を
切
り
ま
し
た
。
も
う
一
度
考

え
直
す
べ
き
で
す
。

「
人
口
減
少
社
会
を
迎
え
る
な

か
、
庁
舎
の
ス
リ
ム
化
を
考
え

る
べ
き
」
「
耐
震
補
強
に
転
換
す

べ
き
」
な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

特
に
、
コ
ロ
ナ
禍
で
市
の
財

政
が
ひ
っ
迫
し
て
お
り
、
借
金

は
５
１
２
億
円
も
あ
り
ま
す
。

新
庁
舎
建
設
に
は
少
な
く
と
も

90
億
円
の
新
た
な
借
金
が
必
要

で
あ
り
、
市
民
生
活
に
深
刻
な

負
担
を
押
し
つ
け
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

日
本
共
産
党
は
、
国
の
緊
急

防
災
・
減
災
事
業
債
（
来
年
度

か
ら
５
年
間
延
長
）
を
活
用
し

て
、
耐
震
補
強
を
実
施
す
べ
き

と
提
案
し
て
い
ま
す
。

　

そ
う
す
れ
ば
、
限
り
あ
る
財

源
を
コ
ロ
ナ
感
染
対
策
な
ど
、

市
民
の
暮
ら
し
・
福
祉
に
回
す

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

高
津
団
地
の
支
所
が
連
絡
所

に
な
る
と
対
応
で
き
る
市
民

サ
ー
ビ
ス
が
、
限
定
さ
る
恐
れ

が
あ
り
ま
す
。

　

支
所
を
残
し
、
戸
籍
住
民
課

の
み
の
対
応
で
は
な
く
、
他
課

　

新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
る
市
財
政

へ
の
影
響
は
、
市
民
税
で
約
12

億
円
の
減
収
見
込
み
と
な
り
、

国
の
交
付
税
の
財
源
措
置
を
差

し
引
い
て
も
約
７
億
円
の
減
収

と
の
答
弁
で
し
た
。
し
か
し
、

63
億
円
の
歳
出
超
過
を
ど
こ
ま

で
圧
縮
で
き
て
い
る
か
に
つ
い

て
は
答
弁
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
市
は
「
歳
入
に
合
っ
た
歳

出
と
す
る
」
と
述
べ
て
い
る
が
、

こ
の
原
則
を
覆
し
財
政
の
硬
直

化
を
招
い
た
最
大
の
要
因
は
、

豊
田
市
政
以
来
の
「
ハ
コ
モ
ノ
」

づ
く
り
に
あ
っ
た
こ
と
を
認
め

反
省
す
べ
き
で
す
。

　

国
の
補
助
制
度
を
活
用
し
、

市
で
具
体
化
さ
れ
て
い
る
も
の

と
連
携
す
る
こ
と
で
、
市
民

サ
ー
ビ
ス
が
向
上
し
、
担
当
部

署
の
負
担
軽
減
に
も
繋
が
る
と

提
案
・
要
望
を
し
ま
し
た
。

　

米
本
団
地
に
つ
い
て
は
、
小

学
校
２
校
の
内
、
１
校
だ
け
で

も
残
す
べ
き
と
訴
え
ま
し
た
。

　

「
団
地
の
再
生
」
は
、
八
千
代

市
の
将
来
と
っ
て
重
要
な
課
題

で
あ
り
、
ま
ち
づ
く
り
の
要
で

す
。
教
育
委
員
会
任
せ
で
、
明

確
な
方
針
を
出
さ
な
い
市
の
姿

勢
に
根
本
的
な
問
題
が
あ
る
と

訴
え
ま
し
た
。

　

米
本
団
地
再
生
（
子
育
て
世

代
を
呼
び
込
み
、
人
口
を
増
加

さ
せ
る
）
の
た
め
に
、
小
学
校

を
残
す
べ
き
と
強
く
求
め
ま
し

た
。

は
、
「
道
路
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
事
業

補
助
金
」
「
屋
内
運
動
場
の
屋
根

等
改
修
工
事
の
た
め
の
学
校
施

設
環
境
改
善
交
付
金
」
な
ど
と

の
答
弁
で
し
た
。

　

市
民
へ
の
負
担
に
よ
ら
ず
、

行
政
の
才
覚
で
歳
入
を
確
保
す

べ
き
と
指
摘
し
ま
し
た
。

「
３
密
」の
小
中
一
貫
校
反
対

「
３
密
」の
小
中
一
貫
校
反
対

阿
蘇
・
米
本
地
域
の
学
校
を
守
れ

阿
蘇
・
米
本
地
域
の
学
校
を
守
れ

団
地
再
生
は

ま
ち
づ
く
り
の
要

団
地
再
生
は

ま
ち
づ
く
り
の
要

昨年11月市長に申し入れ

日
本
共
産
党
の
改
善
要
望

日
本
共
産
党
の
改
善
要
望

新
年
度
予
算
編
成

新
年
度
予
算
編
成

新
年
度
予
算
編
成

新
年
度
予
算
編
成

市
庁
舎
建
設
延
期

市
庁
舎
建
設
延
期

会派代表者会議の
在り方を問う

会派代表者会議の
在り方を問う

米本小学校


